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２．（仮称）守谷SAスマートICの位置
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３．守谷スマートICアクセス道路の位置
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市道守谷スマートIC
アクセス道路４号線

市道守谷スマートIC
アクセス道路３号線）

市道守谷スマートIC
アクセス道路１号線

出典：国土地理院撮影の空中写真に加筆

連 結 位 置： (上り)茨城県守谷市大柏地内、(下り)茨城県守谷市野木崎地内
連結予定施設 ： (上り)市道守谷スマートICアクセス道路1号線

(下り)市道守谷スマートICアクセス道路3号線



４．（仮称）守谷SAスマートICの整備効果
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１）高速道路へのアクセス性向上と周辺道路の渋滞緩和
(仮称)守谷SAスマートICの整備により、常磐自動車道への

アクセス性が向上し、守谷市の中心市街地から東京方面(柏
IC）への所要時間が3分短縮する。

また、これまで谷和原ICを利用していた交通が(仮称)守谷
SAスマートICに転換することにより、国道294号及び県道47
号の混雑緩和に寄与する。

スマートICの設置により期待される整備効果



２）地域産業の活性化
（仮称）守谷SAスマートICの整備により、アサヒ

ビール（株）茨城工場から東京方面（柏IC）の所要時
間が最大で約11分短縮し、また、（株）明治守谷工場
から東京方面（柏IC）の所要時間が最大で約15分短縮
するため、地域産業拠点における輸送業務の効率化に
よる生産性向上が期待される。

同様に、周辺の土地区画整理事業計画と併せ、産業
の活性化を先導的に図るための企業誘致及び新たな産
業の創出に向けた土地利用を推進する。

３）救急医療の支援
（仮称）守谷SAスマートIC整備により、第三次救急医
療機関（筑波大学付属病院、筑波メディカルセンター
病院）における守谷市周辺の1時間圏域のカバー人口が
約17 , 000人増加する。

また、その恩恵を受ける南守谷地区中心部からつく
ば市の第三次救急医療機関までの所要時間が2分短縮し、
（仮称）守谷SAスマートIC整備により救急救助活動の
迅速化に寄与する。

４．（仮称）守谷SAスマートICの整備効果
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４）観光施設へのアクセス性・利便性向上
（仮称）守谷SAスマートICの整備により、常総運

動公園までの所要時間が東京方面（柏IC）から6分短
縮し、利用者のアクセス性・利便性が向上する。

また、守谷SA周辺では、（仮称）守谷市総合公園
や、ヤクルトスワローズ二軍施設の移転が計画されて
おり、更なる集客が期待される。

５）災害時における周辺自治体との連携強化
「柏市常総地方広域市町村圏事務組合消防相互応援協定」

により柏市と連携する際は、谷和原IC まで迂回すること無
く所要時間が2分短縮し、守谷市の中心市街地に急行するこ
とができるため、今後の迅速な応援活動に寄与する。

また、(仮称)守谷SAスマートICの整備により、「茨城県
高速自動車道等における消防相互応援協定」における出動区
域である谷田部ICまでの所要時間が1分短縮、柏ICまでの所
要時間が5 分短縮し、迅速な応援活動に寄与する。

４．（仮称）守谷SAスマートICの整備効果
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５．今後の進め方
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R6.11

事業スケジュール（案）


